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携帯電話やスマートフォン、インターネットのより良い使い方についての取り組みが全国で広がっています。
「携帯電話やスマートフォンを一日中はなさない子どもたちが増えている」「薄い人間関係にすがっている」「メ

ールや掲示板等に人の気持ちを考えない書き込みをされて事件になる」など、新聞やテレビで多く見られる現状が
あります。

かって、主なコミュニケーションの方法は、「会うことにより話す」「電話で話す」「手紙を書く」という、人と
会ったり、文章に書いたりという方法でした。そこでは上手な話し方、書き方という言語活動を高めることに力を
入れてきました。

しかし、急速なネットやＳＮＳの普及により、相手の顔が見えないままのコミュニケーションが一般的になって
きているのが現状です。ネットやＳＮＳでは、送り手の心が伝わりにくい問題があります。顔が見えていると、そ
の人と心を通わせることができます。相手が見えないため、悪口も書きほうだいです。相手と自分の心につながり
がない場合、いじめの方法にもなります。ふざけ半分で送った写真は一瞬にして世界中に広がります。送ってしま
った後のことをしっかり考えずに行ってしまっています。個人情報保護ができにくくなっているのです。

さらに、相手の都合を考えずに、メールを送ってしまい、返信されなければ自分と相手とのつながりをなくして
しまうような行動をとってしまうのです。そこでは、携帯やスマートフォンを片時も手放せなくなってしまう子ど
もの姿が見られます。徹夜でメールをしなければならないという精神状態になってしまっているのです。

なんとか、子どもを救うことを考えなければならないと、立ち上がっている市町村が全国的に見られます。

１）夜の8時には居間の充電器に携帯電話やスマートフォンを置く。
２）パソコンにフィルターをかけたり、居間に置くようにする。
３）相手の顔が見えるコミュニケーションで絆を深めていく。
４）自己肯定感を高めて、自分が好き、友だちも好きという心を培っていく。

このようなルールを各ご家庭でもお子様とお考えください。親がスマホを与えるだけで、そのままという状況に
なりやすいことがあります。子どもを守るためにも、そのような状況だけは絶対避けてください。
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